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研究概要 

１ 研究の趣旨 

本研究会は，「主体的・対話的で深い学び」の実現を目指した単元を構想することを目的として，

以下の４点を軸にして活動してきた。 

一つ目は，教師が発問（答えが一つに限られない「問い」（学習課題）を発する）し，生徒が「見

方・考え方」を自然に働かせて多面的・多角的に自己の意見を構想（選択・判断）・表現する授業の

事例を作成することである。そのような授業には，オープンエンドな回答が期待できる「問い」を

考える必要があることから，発問事例並びに発問手法の検討を行ってきた。二つ目は，生徒が根拠

に基づいた意見を表現するためには，その根拠となる資料やその提示方法を検討する必要がある。

そこで生徒の意見の根拠となることが期待される資料や，その提示方法を検討してきた。三つ目は，

多くの先生方に還元することである。ある特定の条件下でしか実施できない授業事例を作成するの

ではなく，多くの先生方が参考にできる再現可能な授業事例を作成することに留意してきた。四つ

目は，評価の３観点に基づく観点別学習状況の評価手法や「個別最適な学び」の視点を踏まえた授

業の在り方について検討することである。 

昨年度の研究会では必履修科目に限定して授業事例を作成したが，今年度は必履修科目以外も対

象にした。掲載した必履修科目以外の授業事例は，旧教育課程の下で新科目を想定して行っており，

新学習指導要領とは異なる部分もあるので御理解いただきたい。 

本研究班では，「授業の手引」の作成にも取り組んでいる。本年度は，毎年作成する『授業の手引

＜授業事例編＞ 高等学校地理歴史科・公民科』に加えて，『授業の手引＜理論編＞ 高等学校地理歴

史科・公民科』も作成した。 

２ 研究の内容 

令和４年度は，地理歴史科・公民科の新科目すべてを対象に授業事例を作成することとした。た

だし，必履修科目以外の科目については，旧教育課程下において新科目を想定して作成した。 

新教育課程の歴史領域科目と公共・倫理については，学習サイクルを重視することから，大項目

が「単元」に指定されている。そこで歴史領域科目と公共・倫理については，中項目・小項目の学

習内容を「小単元」として設定し，「小単元」における授業事例を作成した。 

授業事例については，以下の５点を踏まえて作成することとした。 

(1) 思考を活性化させる問い(令和元年度より継続) 

主体的な学習活動を行わせるには，生徒が自然と思考力を発揮できるような「問い」（発問）が

必要になる。すなわち，生徒が「なぜだろう」や「どうしてだろう」と自然に考えるような「問い」

が必要になる。「問い」については，あまりにも漠然としていれば生徒は考えにくいし，あまりに

も細かい「問い」であると，答えが限られてきて，思考力が発揮されない。そこで，答えが限られ

ないオープンエンドな回答が見込め，かつ生徒が思考力を発揮させやすい発問について考えた。 

(2) 選択・判断の基準となる効果的な資料の提示(令和元年度より継続) 

根拠に基づいて自分の意見を表現させるためには，判断基準となる資料が必要である。そこで視

点の異なる複数の資料を効果的に提示し，生徒が考える際の判断基準になるよう検討した。 

(3) 単元指導計画における評価場面の精選(令和３年度より) 

多くの先生方が新教育課程の評価について知りたいと思っていることは，次の３点に集約され

ると考える。 
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①生徒のパフォーマンスをどのように評価するのか？ 

②観点別評価をどのように評定に落とし込むのか？ 

③教科の単元計画において，「どの場面で，どの観点で，どの評価」を行うのか？ 

上記のうち,本年度は，③について研究を進めた。そして研究を進める上での重点ポイントとし

て，以下の３点を設定した。 

・評価場面における学習活動の内容（ワークシート，グループワーク，発表，小テスト等）と

評価場面の頻度 

・３観点（「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」）のバランス 

・「評定に用いる評価」（総括的評価）と「学習改善につなげる評価」（形成的評価）のバランス 

(4) 「主体的に学習に取り組む態度」を評価する手法(令和３年度より) 

新教育課程における観点「主体的に学習に取り組む態度」の評価手法について考えた。具体的に

はワークシートやノート等を活用し，学習前から学習後にかけての変容を生徒自身が感じ取り，そ

の変化を生徒自身が表現する手法について検討した。 

(5) 「個別最適な学び」を具現化した手法の検討(令和３年度より) 

「個別最適な学び」とは「個に応じた指導」（指導の個別化と学習の個性化）を学習者の視点か

ら整理した概念である。本年度は，「授業における他者との学び」と「個人における学び」を往還

できるような手法について検討した。 
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